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2020-現在：大阪府立（公立）大学現代システム科学域・教授
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内閣官房水循環政策本部事務局水循環アドバイザー

研究テーマ：環境政策（渇水対策/地下水管理における政府の役割）



本日のお話

１．研究の背景

２．災害用井戸とは？

３．令和6年能登半島地震における地下水利用

４．今後の政策課題

５．まとめ
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災害用井戸とは？
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● 災害時における応急給水手法の一つ

● 地域内の井戸を事前登録し、災害時に共助利用するしくみ

● 防災ガバナンスと地下水ガバナンスの交差領域

官民連携による
断水被害の緩和

防災ガバナンス

官民連携による
地下水の有効利用

地下水ガバナンス

応急給水の研究が不足 非常時の想定に乏しい

災害用井戸
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災害時地下水利用への関心の推移

阪神・淡路大震災 東日本大震災

東京都・横浜市などごく一部 全国に拡大

• 東京都文京区（1976年）、板橋区（1977年）、 大田区（1978年）等

• 神奈川県横浜市（1985年）
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能登半島地震

2024年5月30日時点



全国の普及状況

（不明も含む）

425

898 418
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遠藤崇浩（2021）「市町村地域防災計画にみる災害用井戸の現況（その1）－地域分布を中心に－」『地下水学会誌』第63巻第4号、227-239.

井戸の利用計画はあるか？

ある（潜在的災害用井戸）ない

固有名称・協定はあるか？

ある
（顕在的災害用井戸）

ない
（潜在的災害用井戸）

定義づけ

市町村地域防災計画（主に地震対策編＋資料編/１７４１市区町村対
象）



石川県七尾市の被災状況
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停電と断水のギャップ期間（七尾市）
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断水戸数

停電（ほぼ）解

消

断水戸数

停電戸数

厚生労働省「令和６年石川県能登地方を震源とする地震による被害状況等について」
国土交通省「令和６年能登半島地震における被害と対応について」
経済産業省「令和6年能登半島地震に伴う被害について」を基に作成

断水解消

停電戸数

石川県被災地の中で最大の断水戸数
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七尾市の開放井戸マップ

・1/27、2/3～2/4、 2/17～2/18、 3/2現地調査

・59件の井戸利用確認→43件にアンケート配布

回答あり：28件（回答率65%）

回答無し：15件

アンケート未配布：16件

市民向け給水所（2月3日）

柿本貴志（埼玉県環境科学国際センター）と遠藤崇浩（大阪公立大学）による共同調査



断水下における井戸の活用
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井戸水提供者へのアンケート

回答者様のお名前とご住所をご記入ください。Q1
震災で取水井戸に何か問題は起きましたか？Q2
Q2で「問題が起きた」を選んだ方のみ回答してください。震災で取水井戸に起きた問題はどのようなものでした
か？

Q3

Q2で「問題が起きた」を選んだ方のみ回答してください。 Q３で選択いただいた問題がすべて解消するまでどれ
くらい時間がかかりましたか？

Q4

能登半島地震の際、水の提供に用いた井戸についてお尋ねします。その井戸は普段何に使っていましたか？上水道
と併用していた用途ではなく、井戸単独で賄っていた用途をすべてお選びください。

Q5

能登半島地震の際、井戸水を外部に提供したときのことをお尋ねします。いつ提供を始めましたか？Q6
能登半島地震の際、井戸水を外部に提供したときのことをお尋ねします。どんな用途で提供しましたか？Q7
井戸水を外部に提供した主なきっかけは何ですか？Q8
長いときで1日どれくらいの時間、井戸水を提供しましたか？Q9
井戸水は主にどなたに提供しましたか？Q10
水の提供に使った井戸のポンプ能力をご存じですか？Q11
「水の提供に使った井戸のポンプ能力を知っている」と答えた方にお尋ねします。そのポンプ能力の数値を教えて
ください。どのような単位表現でも構いません（１時間あたり何リットル、１日あたり何立方メートル、１か月あ
たり何リットルなど）。

Q12

災害時の井戸利用の効果を高めるため、市役所・県・国に期待することがあればご記入ください（自由回答）。Q13
その他、震災時の地下水利用について感じたことがあればご記入ください（自由回答）。Q14
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井戸にトラブルはあった？

・回答者の2割がトラブルを報告

－停電でポンプ停止、ポンプや管の故障

井戸水のにごり

・回答者の68％が「トラブルなし」と回答

－「井戸は災害に強い給水設備」という

日本さく井協会（2012）『東日本大震災による

井戸の被害調査報告書』の意見と傾向が一致
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どんな用途で提供？

・生活用、雑用がメイン

・ただし14.3%は飲用を想定した提供を

行っていた

・洗濯、トイレは飲料水に比べて大量の

水が必要



13

いつ開放した？

・回答者の85%が地震発生から3日以内に

井戸を開放した

・七尾市の給水案内（1月2日午後4時21分/

自衛隊による給水/2000L）

・茨城県神栖市（東日本大震災）の例

井戸給水所公的給水所日付

2011/3/11

1703/12

7133/13

9533/14

（Endo 2024)



開放のきっかけは？
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・回答者の82%が他人からの要請を待たずに

井戸を開放した

・他事例でも同じ傾向→利他的共同体

羽咋市
(N=28)

神栖市
（N=56）

熊本市
（N-30）

自主的自主的自主的第一位

市の要請市の要請住民の要請第二位

住民の要請住民の要請把握してい
ない

第三位

遠藤・飯塚（2021）、遠藤・柿本

（2024）



七尾市民の声

・井戸水がこんなにも役に立つなど想像もして

いませんでした。全国から、たくさんの給水車

もきていただき、本当に助かりました。ただ、

高齢者の方で車も持っていない方は給水所まで

いくこともできず困っていた例もありま

す・・・

・マップ作成時に井戸水マップかマークして、

生活水として利用できる所を知っていると良い

と思う。トイレなどは飲料用の水を使うのはも

ったいないし、24時間くみに行くことが可能な

ら便利。給水車は時間が決まっていた。

→身体能力・ライフスタイルに応じた給水体制

半径200m給水カバーエリア
15
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七尾市民の声

・井戸水がこんなにも役に立つなど想像もして

いませんでした。全国から、たくさんの給水車

もきていただき、本当に助かりました。ただ、

高齢者の方で車も持っていない方は給水所まで

いくこともできず困っていた例もありま

す・・・

・マップ作成時に井戸水マップかマークして、

生活水として利用できる所を知っていると良い

と思う。トイレなどは飲料用の水を使うのはも

ったいないし、24時間くみに行くことが可能な

ら便利。給水車は時間が決まっていた。

→身体能力・ライフスタイルに応じた給水体制

24時間開放井戸×半径200m
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井戸を用いた応急給水の特徴

災害用井戸 安い：既存の施設を利用

早い：持ち主が即座に判断

広い：広範囲をカバー

・自治体の給水負担の削減

・特に高齢者の水の運搬支援

・ライフスタイルに合わせた給水

・炊き出し支援基地



事前登録が役立った事例(2021年和歌山市水道橋崩落事故）
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事故翌日



②事後の情報共有
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③井戸水提供者への支援
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・井戸水提供者の負担

－電気代

－水質検査代

飲用可

飲用可

飲用可



例：災害時の遊休井戸等の共助利用に係る水質検査に関する協定
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・井戸水の無償水質検査と引き換えに

井戸の共助利用をお願いする仕組み

・広島県と広島県環境保健協会が締結

（2015年）

・2018年の西日本豪雨で実施

・広島県呉市→470件の検査。2020年に

呉市災害時協力井戸制度発足

広島県庁

呉市

広島県環境保健協会

協定

地域内の井戸

①申請

③現地回収

④結果通知（３日）

④井戸の共助利用

②通知



地中熱井戸×太陽光パネル×避難所
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熱 熱

冷房 暖房

太陽光パネル

夏 冬

④普段使いとの併用



最後に・・・・・非常時地下水利用指針（案）/アンケート調査報告書

検索：大阪公立大学学術機関リポジトリ＋遠藤崇浩 23



ご清聴ありがとうございました
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● お問い合わせ

大阪公立大学現代システム科学域 遠藤崇浩（えんどう たかひろ）

endo@omu.ac.jp


